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第１章 学校施設長寿命化計画の目的等

１．目的

北広島町の学校施設は小学校８校、中学校４校及び給食施設３施設を有し、その多く

は昭和５０年代前半にかけての第２次ベビーブームにより児童生徒が急増した時期に整

備されたものである。これまで実施してきた耐震診断の結果を受けて、耐震性のない施

設については耐震補強工事を実施したものの、北広島町内の小中学校の５割が築後３０

年を経過しており、老朽化も進行していることから、今後、建替や大規模改修に多額の費

用が必要になると思われる。しかしながら、本町の厳しい財政状況を踏まえると、すべて

の施設を短期集中的に整備していくことは困難であることから、計画的に施設整備を行

っていく必要がある。

こうしたことから、安全性を確保しつつ、持続的な教育環境の維持及び向上を目指し、

効率的、効果的に施設整備を進めるために、北広島町立学校施設長寿命化計画（以下「本

計画」という。）を策定する。策定に当たっては文部科学省の長寿命化計画策定に係る手

引きや、バリアフリー化、多目的トイレの設置、ＩＣＴ環境の整備、環境負荷の軽減及び

地域活動拠点機能整備なども踏まえた計画としている。

本計画は、上位計画である北広島町長期総合計画や北広島町公共施設等総合管理計画、

さらに北広島町義務教育振興計画との整合を図るとともに、学校施設の中長期的な維持

管理コストの縮減や予算の平準化に努め、継続的な施設整備を行うことで、学校施設に

求められる教育機能の確保を目的としている。

北広島町長期総合計画

↓

北広島町公共施設等総合管理計画

↓ ↓

個別施設計画（学校施設長寿命化計画）

２．計画期間

本計画は、北広島町公共施設等総合管理計画（平成２８年３月策定）に基づいて、施設

類型ごとに策定する個別施設計画のうち、現状の公立学校施設（小学校、中学校、給食施

設、その他学校施設（以下「小中学校等」という。））をベースに、１０年先を見据え、公

立学校施設に係る長寿命化などについての取組を定めた個別施設計画とする。

ただし、この期間内においても児童生徒数の変化、社会経済情勢、国の補助制度などの

動向により、計画を見直すものとする。

〇本計画期間

令和３年度（２０２１年）から令和１２年度（２０３０年）の１０年間

北広島町義務教育振興計画

（旧「きたひろしま・夢・まなび

プラン」）
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○北広島町公共施設等総合管理計画

○北広島町義務教育振興計画

学校施設に関する内容

第４ 施設分類ごとの方針

１．公共施設

（ ３ ） 学校教育系施設

施設分類 方針

学校

教育環境の充実を視点に、「きたひろしま・夢・まなびプラン」に基づき

統廃合を図ります。耐震化を完了させた上で、適切に維持管理し、長寿

命化を図ります。なお、学校プールについてもスポーツ施設のプール同

様、集約を図っていきます。余剰となる施設については、地元協議によ

り利活用を図りますが、活用策を見いだせないものは除却を進めていき

ます。

その他教育

施設

給食施設については、適切に維持管理し、長寿命化を図りますが、児童

生徒数の推移や地理的条件、職員数等を勘案し、共同調理場化や業務委

託の推進を検討します。なお、学校統廃合に伴い余剰となっている施設

については、地元協議により利活用を図りますが、活用策を見いだせな

いものは除却を進めていきます。

学校施設に関する内容

４．義務教育の基本的な方向性の具現化に向けた方策

（２）学校と行政と地域が一体となって”北広島町の学びの場”を支える

③行政が学びの場を支える

・学校施設長寿命化計画を策定し、学校施設の計画的な整備を実施していく。

・劣化の著しい施設については、早期対応を行うことで児童生徒及び施設を利用するすべての

人々の安全を確保していく。

・給食センターの設置に関しては、調理時間や配送距離等の面も考慮しながら適正配置を考え

る。

・食の安全、衛生的な面から、老朽化の進んだ給食センター及び給食調理場を統合し、給食セ

ンターを設置する。

【安全な学校施設の整備】

学校施設の老朽化や劣化は年々進んでおり、その修繕や改修などの対応の必要性が喫緊の課

題となっている。老朽化した施設の更新や劣化した施設への早期対応など、児童生徒さらに

は施設を利用するすべての人々が安全・快適に過ごせる場所となるよう整備を実施していく。

【学校給食施設の整備】

本町の３カ所の給食センター（芸北、大朝、豊平）及び５カ所の給食調理場（千代田地域）

のうち、芸北給食センターを除く施設を統合し、新たな給食センターを設置することで安心・

安全な食を提供する。
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３．対象施設

北広島町が保有する小中学校、給食調理施設。

（小学校８校、中学校４校、給食調理施設３施設を対象としている。）

※学校施設は、校舎・体育館とする。

（豊平小学校の体育館は豊平中学校の体育館を共同利用、芸北中学校の体育館は、広

島県立加計高等学校芸北分校の体育館を共同利用している。）

※川迫小学校は、令和３年３月末で八重小学校に統合するため、本計画には含めていな

い。

小
学
校

１．芸北小学校
〒７３１－２３２３

広島県山県郡北広島町川小田２１３－３

２．大朝小学校
〒７３１－２１０４

広島県山県郡北広島町４６７６－１

３．新庄小学校
〒７３１－２１０３

広島県山県郡北広島町新庄３４９７

４．八重小学校
〒７３１－１５３５

広島県山県郡北広島町今田２２８８－１

５．八重東小学校
〒７３１－１５３３

広島県山県郡北広島町有田１８９７－１

６．壬生小学校
〒７３１－１５１５

広島県山県郡北広島町壬生８５５

７．本地小学校
〒７３１－１５２６

広島県山県郡北広島町本地２８１２－１

８．豊平小学校
〒７３１－１７１２

広島県山県郡北広島町都志見１０９１４

中
学
校

９．芸北中学校
〒７３１－２３２３

広島県山県郡北広島町川小田１００７５－９０

１０．大朝中学校
〒７３１－２１０４

広島県山県郡北広島町大朝４６８３－１

１１．千代田中学校
〒７３１－１５３２

広島県山県郡北広島町古保利４５０

１２．豊平中学校
〒７３１－１７１２

広島県山県郡北広島町都志見４５０

給
食
施
設

１３．芸北学校給食センター
〒７３１－２３２３

広島県山県郡北広島町川小田１００７５－９０

１４．大朝学校給食共同調理場
〒７３１－２１０４

広島県山県郡北広島町大朝４６７６－１

１５．豊平学校給食センター
〒７３１－１７１２

広島県山県郡北広島町都志見１０９１４－４
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４．学校施設の目指すべき姿

学校施設は、子どもたちの学ぶ意欲と学ぶ習慣を育て、生涯学び続ける力を育むため

にふさわしいものとするとともに、十分な防災性・防犯性などの安全性を備えた安心感

のあるものとすることが必要である。

また、地域の活動を支えるコミュニティの拠点としての役割、非常災害時における避

難所としての役割など、様々な機能強化が求められている。

さらに、グローバル化の進展等により、社会全体が急速に変化していく中、情報化社会

に対応したＩＣＴ教育環境の充実など、児童・生徒の学習能力の向上のためのニーズに

も対応していくことが必要である。

〇安全・防災面

・誰もが安全・安心に利用できる施設

・災害時にも柔軟に対応ができる施設

・毎月２日を「安全の日」として、安全点検を実施する。

〇学習・生活面

・多様な学習への対応やきめ細やかな指導ができる施設

・バリアフリー化など誰もが快適に利用できる施設

・省エネルギーに配慮した環境負荷の少ない施設

・ＩＣＴ環境に対応した施設

〇地域の拠点化

・地域に開かれた学校とするための施設
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５．整備・環境の実現について

〇確かな学力の育成ときめ細やかな指導を実現する教育環境の整備（学習空間の充実）

学校は、児童生徒が１日の大半の時間を過ごす学習、生活の場であるため、快適な

学習環境、生活環境を確保することが大切である。さらに近年の多様な学習内容、学習

形態に対応し、時代に即した多機能かつ高機能な教育環境を確保することも必要であ

る。その中で、次の点について考慮していく。

・個に応じたきめ細やかな指導の充実を図り、児童生徒に基礎的・基本的な知識・技

能を確実に習得させるため、担任、学校サポート教員等による少人数授業やチーム

ティーチングなど、多様な学習展開に対応する施設整備を進める。

・グローバル社会に対応した教育の推進（英語力、コミュニケーション力等の育成）

やＩＣＴを活用した授業の推進のための環境を整備する。

・児童・生徒１人１人の教育的ニーズに応じ、必要な支援を行う特別支援教育に対応

した施設整備を図る。

・職員室をはじめ、教職員の休憩室、更衣室及び打ち合わせスペースなど、職場環境

の向上にも配慮する。

〇豊かな心と健やかな体を育成する安全な施設環境の実現（生活空間の充実）

児童・生徒が安心して、有意義な学校生活が過ごせるよう、防犯や施設の安全など、

安全性に配慮した施設整備を図るとともに、障害の有無に関わらず、安心して施設を

利用できるようユニバーサルデザイン化を目指す。

また、豊かな人間関係づくりや体力向上を推進するための空間づくりを工夫する。

さらに、地球環境に配慮し、持続可能な社会の実現のため、断熱性能の向上、ＬＥ

Ｄ照明や人感センサー付きの照明の導入、校内緑化の推進等、各校の状況を踏まえな

がら進めていく。

〇地域と共に歩む拠点としての施設整備（地域との連携の充実）

家庭、地域とのネットワークを形成し、学校教育活動を支えるＰＴＡ、学校サポー

トのボランティアの方などの活動の場として位置付ける。

また、児童の放課後の居場所、地域の生涯学習の場として、学校を利用することに

配慮する。

さらに、地域防災拠点、避難所としての役割を担う施設として整備を進める。
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第２章 学校施設の実態

１．学校等施設の築年数（令和３年２月 時点）

本町が保有する学校校舎は、小学校８校、中学校４校で、建築年数４０年以上の学校

は４校、３０年以上の学校は８校となる。

２．学校ごとの学級数 （令和２年５月１日時点）

本町の学級数は次のとおりである。基本的には１学年１クラスだが、複式学級となっ

ている小学校もある。

学校名 合併前の町名 建築年 築年数

１ 北広島町立 芸北小学校 芸北町 平成 ２年 ３１年

２ 北広島町立 大朝小学校
大朝町

昭和５６年 ４０年

３ 北広島町立 新庄小学校 昭和６０年 ３６年

４ 北広島町立 八重小学校

千代田町

昭和６２年 ３４年

５ 北広島町立 八重東小学校 平成 ５年 ２８年

６ 北広島町立 壬生小学校 平成２６年 ７年

７ 北広島町立 本地小学校 昭和５２年 ４４年

８ 北広島町立 豊平小学校 豊平町 平成２５年 ８年

９ 北広島町立 芸北中学校 芸北町 平成２８年 ５年

１０ 北広島町立 大朝中学校 大朝町 昭和５３年 ４３年

１１ 北広島町立 千代田中学校 千代田町 昭和５３年 ４３年

１２ 北広島町立 豊平中学校 豊平町 昭和５２年 ４４年

１３ 芸北学校給食センター 芸北町 平成２８年 ５年

１４ 大朝学校給食共同調理場 大朝町 昭和５６年 ４０年

１５ 豊平学校給食センター 豊平町 平成１１年 ２２年

通常学級数 特別支援学級数
合計

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 小計 知 肢 病 弱 難 自 小計

芸北小学校 １ １ １ １ １ １ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６
大朝小学校 １ １ １ １ 0.5 0.5 ５ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １
新庄小学校 １ １ １ １ 0.5 0.5 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５
川迫小学校 0.5 0.5 0.5 0.5 １ １ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４
八重小学校 １ １ １ １ １ １ ６ １ ０ １ ０ ０ １ ３ ９
八重東小学校 １ １ １ １ １ １ ６ １ ０ ０ ０ ０ １ ２ ８
壬生小学校 １ １ １ １ １ １ ６ １ １ ０ ０ ０ １ ３ ９
本地小学校 １ １ １ １ １ １ ６ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ７
豊平小学校 １ １ １ １ １ １ ６ ０ １ １ ０ ０ １ ３ ９
小学校 合計 8.5 8.5 8.5 8.5 ８ ８ ５０ ３ ２ ２ ０ ０ ６ １３ ６３

芸北中学校 1 1 １ ３ １ ０ ０ ０ ０ １ ２ ５
大朝中学校 1 1 １ ３ １ ０ ０ ０ ０ １ ２ ５
千代田中学校 ３ ３ ３ ９ １ ０ ０ ０ ０ １ ２ １１
豊平中学校 １ １ １ ３ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４
中学校 合計 ６ ６ ６ １８ ４ ０ ０ ０ ０ ３ ７ ２５
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３．学校ごとの児童・生徒数 （令和２年５月１日時点）

本町の児童・生徒数は次のとおりである。

４．学校ごとの給食の状況 （令和２年度 時点）

千代田地域の小学校については、自校の調理場で給食の調理があり、それ以外につい

ては、次のとおり、共同調理場で調理をしている。

調理場についても、できるだけ集約化していく。

通常学級 特別支援学級
合計

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 小計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 小計

芸北小学校 9 12 8 9 12 11 61 0 0 0 0 0 0 0 61

大朝小学校 5 10 12 10 2 14 53 3 0 1 0 0 0 4 57

新庄小学校 4 5 11 13 7 8 48 0 0 0 0 0 0 0 48

川迫小学校 1 1 4 3 3 6 18 0 0 0 0 0 0 0 18

八重小学校 26 30 31 25 25 23 160 0 0 1 3 1 0 5 165

八重東小学校 19 16 16 22 22 27 122 2 1 1 1 2 0 7 129

壬生小学校 14 21 17 21 24 26 123 0 3 2 4 3 0 12 135

本地小学校 10 10 12 11 12 12 67 0 0 0 0 1 0 1 68

豊平小学校 21 19 17 22 15 28 122 0 0 1 2 2 2 7 129

小学校 合計 109 124 128 136 122 155 774 5 4 6 10 9 2 36 810

芸北中学校 14 8 10 32 2 0 0 2 34

大朝中学校 13 16 16 45 2 1 3 6 51

千代田中学校 82 82 94 258 4 1 4 9 267

豊平中学校 15 11 17 43 0 2 0 2 45

中学校 合計 124 117 137 378 8 4 7 19 397

学校名 単独調理場 共同調理場 調理場名

北広島町立 芸北小学校 〇 芸北学校給食センター

北広島町立 大朝小学校 〇 大朝学校給食共同調理場

北広島町立 新庄小学校 〇 大朝学校給食共同調理場

北広島町立 八重小学校 〇

北広島町立 八重東小学校 〇

北広島町立 壬生小学校 〇

北広島町立 本地小学校 〇

北広島町立 豊平小学校 〇 豊平学校給食センター

北広島町立 芸北中学校 〇 芸北学校給食センター

北広島町立 大朝中学校 〇 大朝共同調理場

北広島町立 千代田中学校 〇 豊平学校給食センター

北広島町立 豊平中学校 〇 豊平学校給食センター
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５．耐震化の状況

本町では、児童生徒の安全・安心を守るための最優先課題として、耐震性を有してい

ない建物などの耐震化を計画的に進め、耐震補強工事を実施するなどして、すべての学

校施設の耐震化を完了した。

６．改修の状況

近年、学校施設の整備においては、耐震補強工事、校舎・体育館の新築・解体、エア

コン整備を優先的に取り組んできたため、施設全体の大規模な改修は進んでおらず、構

造躯体に影響を及ぼす屋上や外壁などの改修、電気・機械設備などの不具合補修などは、

緊急性を考慮した部分的な改修にとどまっている。そのため、今後は、老朽化していく施

設全体への対応が課題となってくる。

校舎内部・外部の大規模改修工事が必要な校舎もあり、外壁の剥落や雨漏り、給排水

整備、電気設備の劣化など、学校施設及び設備の老朽化が進行し、安全面や機能面に不具

合が生じている。

今後、これらの建物の大規模改修や建て替えなどの投資的経費の増大が避けられない

状況となっている。

〇老朽化に伴う主な損傷個所

・外壁の劣化に伴う塗装の剥がれ、コンクリート片の剥落

・給排水管等の劣化・破損等に伴う水漏れの発生

・教室、体育館等の劣化に伴う雨漏りの発生

・防災設備（火災報知器等）の不具合の発生

・電気設備の不具合の発生

・放送設備の不具合の発生

７．老朽化の状況の把握

構造躯体の健全性については、既存の耐震に関する確認資料や現地調査（目視検査等）

の結果から評価した。

現地調査の結果から、老朽化により補修が必要な箇所（雨漏り対策、外壁の劣化など）

があったが、構造的に大きな問題のある建物はなかったと思われる。

現地調査の結果から、全ての施設において長寿命化可能の建物と判断した。
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〇構造躯体以外の劣化状況評価

すべての対象施設について、次のとおり、建物の老朽化状況の調査を行った。

・「屋根・屋上」、「外壁」については、目視状況等での確認

・「内部仕上」、「電気設備」、「機械設備」については、建築年数・改修年数などにより、

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価を行い、今後のライフサイクルコスト試算や改修優

先度の整理のための基礎資料とした。

ア．「屋上・屋根」、「外壁」の目視による建物劣化度の評価

イ．「内部仕上」、「電気設備」、「機械設備」の経過年数による設備劣化度の評価

ウ．その他 （次の内容についても、随時点検をする。）

部位 判定項目 捉え方 評価基準など

屋根

・

屋上
劣化損傷

などの

状況

劣化損傷などの度

合いとその範囲の

広がり、屋上防水

工事履歴など

Ａ：概ね良好

Ｂ：部分的に劣化 （安全上、機能上、問題なし）

Ｃ：広範囲に劣化 （安全上、機能上、低下の兆し）

Ｄ：早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）

（耐久性に影響を及ぼしている）

（設備が故障し、施設運営に支障をきたしている）

の４段階で評価

外壁

ひび割れ剥離など

の度合いとその範

囲の広がり、大規

模改修工事履歴な

ど

経過年数 評価基準

２０年未満 Ａ

２０年以上～４０年未満 Ｂ

４０年以上 Ｃ

経過年数に関わらず、著しい劣化状況がある場合 Ｄ

部位 判定項目 捉え方

外壁 外部窓・建具 窓の状況
劣化損傷などの状況、窓の使用（アルミ製、ス

チール製） など

内部仕上
内部全体

劣化損傷など

の状況

劣化損傷などの状況、建築後経過年数、大規模

改修工事履歴 など

内部窓・建具
窓・パーテー

ションの状況

劣化損傷などの状況、パーテーションの仕様

（アルミ製、旧式スチール製、木製） など

給排水管 給排水管
劣化損傷など

の状況

劣化損傷などの度合いとその範囲の広がり、給

排水管工事履歴 など
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〇部位ごとの劣化について

ア．校舎

・外部については、屋根・屋上のアスファルト保護防水の劣化や、塗膜防水・シート

防水の広範囲の劣化が見られる。

・老朽化やメンテナンス不足による外壁や雨樋などの付属物の劣化が見られる。（雨樋

については定期的な掃除などのメンテナンスが必要）

・内部については、外部と比べると直ちに改修が必要な状態ではないと思われるが、

ガラス戸など、安全面を考慮しなければならないところもある。

・また、設備については、貯水槽、配管、配線、照明器具など各設備の全面的な更新

が必要である。

イ．屋内運動場

・外部・内部に劣化が見られる施設もあり、雨漏りの対策などについても対応が必要

である。

・老朽化による外壁や雨樋などの外部の付属物の劣化が見られる。（雨樋については定

期的な掃除などのメンテナンスが必要）

・施設内部の照明や付属物等の経年劣化、老朽化による不具合が見られる。

ウ．給食施設

・外部・内部とも老朽化による施設の劣化が見られる。

・調理等に使用する多くの備品等も計画的な更新がされていないことから、老朽化が

進んでいる状況である。

〇構造躯体以外の老朽化状況のまとめ

・校舎では、建築後、３０年以上で屋根・屋上、外壁の劣化が進行している棟が多く、

改修が必要である。

・長寿命化の際には、内部の学習環境・生活環境の変化に対応するため、古い仕様・

設備の更新が必要となる。

・改修後の使用年数によっては、大規模な改修に利点が無いことがあるため、建替と

の整備費用の比較により、今後の方向性を判断する必要がある。

・屋内運動場なども経年劣化への対応、古い設備の更新が必要となる。
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〇建物情報一覧表（令和３年２月 時点）

【構造】 ＲＣ…鉄筋コンクリート造、Ｓ…鉄骨その他 、Ｗ…木造

【耐震基準】新 …新耐震基準、旧…旧耐震基準

【劣化状況】Ａ …概ね良好 、Ｂ…部分的に劣化、Ｃ…広範囲に劣化、

Ｄ…早急に対応する必要がある

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

その他

施設名 建物名
建物

用途
構造 階数

延床

面積

建築年 築
年
数

耐震躯体の健全性 屋根

・

屋上

外壁
内部

仕上

電気

設備

機械

設備

健
全
度

西暦 和歴 基準 診断 補強

芸北

小学校

校舎 校舎 ＲＣ ２ 1,416 1990 H２ ３１ 新 － － Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ
Ｈ24 大規模

改修工事

体育館 体育館 ＲＣ １ 892 1990 H２ ３１ 新 － － Ｂ Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ｂ

大朝

小学校

校舎 校舎 ＲＣ 3 1,872 1981 Ｓ５６ ４０ 旧
済

Ｈ8
－ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ｈ8耐震診

断済

体育館 体育館 Ｓ １ 411 1965 Ｓ４０ ４６ 旧
済

Ｈ17
－ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

解体予定

Ｈ17耐震診

断済

新庄

小学校

校舎 校舎 ＲＣ 2 2,101 1985 Ｓ６０ ３６ 新 － － Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

体育館 体育館 ＲＣ 1 720 1993 Ｈ５ ２８ 新 － － Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

八重

小学校

校舎 校舎 ＲＣ ２ 1,947 1987 Ｓ６２ ３４ 新 － － Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

体育館 体育館 ＲＣ １ 800 1987 Ｓ６２ ３４ 新 － － Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ

八重東

小学校

校舎 校舎 ＲＣ ２ 2,165 1993 Ｈ５ ２８ 新 － － 工事中 工事中 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

体育館 体育館 ＲＣ ２ 879 1999 Ｈ１１ ２２ 新 － － Ｂ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｂ

壬生

小学校

校舎 校舎 Ｗ ２ 2,482 2013 Ｈ２６ ７ 新 － － Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

体育館 体育館 ＲＣ ２ 800 1990 Ｈ２ ３１ 新 － － Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

本地

小学校

校舎 校舎 ＲＣ ２ 1,418 1977 Ｓ５２ ４４ 旧
済

Ｈ16

済

Ｈ18
Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｈ18 大規模

改修（老朽・

地震補強）

体育館 体育館 ＲＣ １ 699 1989 Ｈ１ ３２ 新 － － Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

豊平

小学校
校舎 校舎 Ｗ ２ 2,938 2013 Ｈ２５ ８ 新 － － Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

落ち葉等によ

る樋のつまり

芸北

中学校
校舎 校舎 ＲＣ ２ 2,658 2016 Ｈ２８ ５ 新 － － Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

大朝

中学校

校舎 校舎 ＲＣ ３ 1,999 1978 Ｓ５３ ４３ 旧
済

Ｈ13

済

Ｈ14
Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ｈ14 大規模

改修（老朽・

障害・地震

補強）

体育館 体育館 ＲＣ １ 720 1994 Ｈ６ ２７ 新 － － Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

千代田

中学校

校舎 校舎① ＲＣ ２ 1,461 1979 Ｓ５４ ４３ 旧
済

Ｈ22

済

Ｈ23
Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ｈ23 大規模

改修

校舎 校舎② ＲＣ ２ 924 1979 Ｓ５４ ４３ 旧
済

Ｈ22

済

Ｈ23
Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ｈ23 大規模

改修

校舎 校舎③ ＲＣ ３ 1,205 1979 Ｓ５４ ４３ 旧
済

Ｈ22

済

Ｈ23
Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ｈ23 大規模

改修

体育館 体育館 ＲＣ １ 1,149 1979 Ｓ５４ ４３ 旧
済

Ｈ26

済

Ｈ29
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｈ29 大規模

改修

豊平

中学校

校舎 校舎 ＲＣ ３ 2,024 1977 Ｓ５２ ４４ 旧
済

Ｈ19

済

Ｈ21
Ｃ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ｈ21 地震補

強

体育館 体育館 Ｓ １ 1,138 2016 Ｈ２８ ５ 新 － － Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
落ち葉等によ

る樋のつまり

芸北学

校給食

ｾﾝﾀｰ

給食調

理施設

給食

調理
ＲＣ １ 240 2015 Ｈ２８ ５ 新 － － Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

大朝学

校給食

給食調

理場

給食調

理施設

給食

調理
ＲＣ １ 204 1981 Ｓ５６ ４０ 旧 － － Ｃ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

豊平学

校給食

ｾﾝﾀｰ

給食調

理施設

給食

調理
ＲＣ １ 495 1999 Ｈ１１ ２２ 新 － － Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ
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第３章 学校施設の長寿命化計画の基本方針

長寿命化計画は、前述した学校施設を取り巻く現状と課題、学校施設整備方針に基づ

いて、各学校の整備方式、内容及びスケジュールを決定し、整備費用のバランスをとり、

財政目標ラインを設定したうえで、整備計画を立てるものとする。

１．学校施設長寿命化の基本的な進め方

２．改修等の整備水準等

本町の学校施設では、校舎の外壁や屋上などの経年劣化や給排水管等の設備不具合へ

の対応が課題となっており、これまでも各学校の状況に応じて、事後保全的に屋上防水

改修、外壁改修等を実施し、耐久性の向上を図るとともに、施設水準の維持・向上に取り

組んできた。

学校施設を目標使用年数までの期間、常に安全で良な状態で維持するためには、施設の

故障や不具合を未然に防ぐ、「予防保全」が重要となってくる。

予防保全を行うことで、突発的な事故や費用負担を減少させることができ、安定した

施設運営を図ることができる。

このような予防保全を大規模改修の際に実施するなど、より効果的な長寿命化対策を

視野に入れて検討する。

また、給食施設については、芸北給食センター以外の施設（２給食センター、４給食調

理場）を統合し、新たな給食センターを設置することで安心・安全な食を提供する。

公共施設等総合管理計画の

長寿命化実施方針

今後も維持する必要のある建物は、定期点検などの結果

をもとに必要な補修・修繕を実施し、改修は計画的に実施

することにより、長寿命化を図り、将来の更新・維持管理

コストの削減、年度間の支出額の平準化を行う。

公共施設等総合管理計画の

施設類型別方針【学校】

定期点検などによる適切な維持管理を行うとともに、予

防保全を行い、長寿命化を図る。

学校施設の長寿命化計画の基

本方針

学校施設の予防保全を効果的に実施し、長寿命化を図る

ため大規模改修を計画的に進める。

実施に際しては、学校施設適正配置の検討結果に基づき、

使用継続が必要な建物について、優先順を定める。
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３．改修等の優先順位付けと実施計画

経年劣化による損耗、機能低下に対する機能回復を図るため、建築後３０年～４０年

程度を経過した時点での長寿命化改修として、

・屋上防水改修

・外壁改修

・内部改修（床・外壁・天井）

・設備改修（給排水管など）

などの実施を検討していくが、施設・設備の耐用年数や、損耗・機能低下の状況に応じ

て、随時、屋上防水改修及び外壁改修など、劣化の著しい部位の修繕などを優先して実施

していく。

また、建物の長寿命化を図るための整備に併せ、教育環境の質的向上や防災機能の強

化（災害時の避難所機能の向上のためのバリアフリー化やトイレの洋式化など）を図る

ための整備を効率的に進めることも検討していく。

財源については、国の補助金や起債などを適切かつ効率的に活用し、財政負担の軽減

に努めていく。

４．学校改修等計画 （令和元年度～）

学校施設の改修については次の表のように計画をしているが、財政サイドとも協議を

行いながら、優先順位を考慮して、事業を進めていく必要がある。

緊急的な箇所については早急に対応ができるようにするとともに、設備や施設のメン

テナンスについては、施設の延命を図る観点からも定期的に行う必要がある。
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〇学校改修計画（案）【令和元年度～令和１２年度】

年度 事業名 理由
金額

（千円）
備考

１ Ｒ１ 小中学校エアコン設置工事
普通教室等にエアコンが整備されていなか

ったため
336,377

工事業者

富士古河Ｅ＆Ｃ 株式会社

中四国支店

２ Ｒ２
北広島町小中学校ＧＩＧＡスクールＬＡ

Ｎ・端末整備・保守事業

校内ＬＡＮの整備、電源キャビネット整備、１

人１台の端末整備のため
269,568

整備業者

ＮＥＣフィールディング 株式

会社 広島支店

３ Ｒ２
八重東小学校 屋根・外壁・トイレ 設

計

校舎の雨漏り、レンガタイルの補修、トイレ

（和式⇒洋式）の工事の改修のため
2,090

設計業者

ＡＫ建築設計事務所

４ Ｒ２
八重東小学校 点検用階段設置、体

育館雨漏り対策 設計

体育館の雨漏り、キューピクルへの点検用階

段の工事の設計のため
1,342

設計業者

ＡＫ建築設計事務所

５ Ｒ２ 八重東小学校 屋根・外壁 改修工事
校舎の雨漏り対策、レンガタイルの補修など

の対応のため
65,670

工事業者

石見工業 株式会社

６ Ｒ２
八重東小学校 屋根・外壁 改修工事

監理業務
工事の監理 2,910

監理業者

ＡＫ建築設計事務所

７ Ｒ２
八重東小学校 点検用階段設置、体

育館雨漏り 対策工事

体育館の雨漏り対策、キューピクルへの階段

の設置のため

８ Ｒ２
豊平中学校 １階 女子トイレ 改修工

事
１階 女子トイレに車いす用トイレを設置する

９ Ｒ３
豊平中学校 スロープ 設置工事 設

計

豊平中学校～体育館にスロープの設置をす

る必要がある。（屋根等も検討）

１０ Ｒ３ 豊平中学校 スロープ 設置工事
豊平中学校～体育館にスロープの設置をす

る必要がある。（屋根等も検討）

１１ Ｒ３ 八重東小学校 トイレ改修工事 トイレを和式から洋式にする。乾式にする。 30,000

１２ Ｒ３ 八重小学校 校舎 改修工事 設計
屋根・外壁の防水対策、雨どいの機能強化

など
7,165

１３ Ｒ３ 八重小学校 体育館 改修工事 設計 雨漏り対策のため 2,445

１４ Ｒ４ 八重小学校 校舎 改修工事
屋根・外壁の防水対策、雨どいの機能強化

など
119,421

１５ Ｒ４ 八重小学校 体育館 改修工事 雨漏り対策のため 38,296

１６ Ｒ４
芸北小学校 体育館 外壁塗装等 設

計

外壁に亀裂などもあり、雨水も浸透している

箇所があったため、対策工事を行うため。
1,474

１７ Ｒ４ 芸北小学校 体育館 外壁塗装工事
外壁に亀裂などもあり、雨水も浸透している

箇所があったため、対策工事を行うため。
12,000

１８ Ｒ４ 大朝小学校 体育館 解体工事 老朽化しているため 22,198

１９ Ｒ４ 壬生小学校 外壁 塗装工事
外壁塗装も剥げてきており、長く施設を利用

するため、塗装等を実施する
25,000

２０ Ｒ４ 北広島町給食センター新築工事設計 センターを統一するため 30,500

２１ Ｒ５ 北広島町給食センター新築工事 センターを統一するため 433,083

２２ Ｒ５ 雲月小学校 解体工事 設計 閉校した小学校の解体工事の設計 8,671

２３ Ｒ５ 本地小学校 体育館 改修工事設計 体育館照明の対応、屋根等の防水対策等 2,135

２４ Ｒ６ 雲月小学校 解体工事 閉校した小学校の解体工事 61,280

２５ Ｒ６ 本地小学校 体育館 改修工事 体育館照明の対応、屋根等の防水対策等 33,461

２６ Ｒ６ 豊平小学校 外壁塗装工事
外壁塗装も剥げてくる時期なので、長く施設

を利用するため、塗装等を実施する。
23,800 雨どいの清掃は随時行う。

２７ Ｒ７ 大朝小学校 校舎 改修工事 設計 屋根・外壁などの防水対策等 5,854

２８ Ｒ７ 新庄小学校 校舎 改修工事 設計 屋根・外壁などの防水対策等 6,508

２９ Ｒ７ 大朝中学校 校舎 改修工事 設計 屋根・外壁などの防水対策等 6,743

３０ Ｒ８ 大朝小学校 校舎 改修工事 屋根・外壁などの防水対策等 91,719

３１ Ｒ８ 新庄小学校 校舎 改修工事 屋根・外壁などの防水対策等 101,963

３２ Ｒ８ 大朝中学校 校舎 改修工事 屋根・外壁などの防水対策等 105,649

３３ Ｒ９ 豊平中学校 校舎 改修工事 屋根・外壁などの防水対策、トイレ改修等 7,547

３４ Ｒ１０ 豊平中学校 校舎 改修工事 屋根・外壁などの防水対策、トイレ改修等 118,239

３５ Ｒ１１ 壬生小学校 体育館 改修工事 設計 屋根・外壁などの防水対策、トイレ改修等 2,444

３６ Ｒ１２ 壬生小学校 体育館 改修工事 屋根・外壁などの防水対策、トイレ改修等 38,296
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５．長寿命化計画の継続的運用方針

ア．情報基盤の整備と活用

施設の状態や過去の改修履歴、不具合状況等、学校施設の基本情報を管理する公立

学校施設台帳とあわせて保管・蓄積する。

イ．推進体制等の整備

学校施設の所管課である教育委員会学校教育課を中心に、本計画を含む学校施設の

マネジメントを行っていくが、必要に応じて全庁的な体制で対応を図るため、常に他部

署との連携をとる。

また、日常の施設管理の質を向上するため、巡回点検や各種報告書を活用して、不

具合箇所の早期把握及び早期対応を図っていく。

ウ．フォローアップ

本事業は、「北広島町公共施設等総合管理計画」及び町全体の財政計画の中で、年次

及び個別の事業を精査していくとともに、事業の進捗状況、定期的・法定的な点検から

得られる老朽化に関する状況・評価などの結果に加え、社会の状況（少子化等）や本町

の財政状況を踏まえたうえで、必要に応じて見直しをする。


